
､

為
1 菟看

′

６
別
に
又
、
寒
食
散
、
解
散
と
呼
ぶ
。
五
石
は
紫
石
英
、
白
石
英
、
赤

石
脂
、
鐘
乳
、
石
硫
黄
を
言
う
か
。
孫
子
遡
に
よ
る
適
用
量
が
『
千
金

方
』
巻
二
四
に
出
る
。

Ｉ
‐
ト
ド
怜
斤
陸
震
方
』
巻
一
五
大
補
養
第
二
張
仲
景
紫
石
寒
食
散
治
傷
寒
已

う
の
は
『
新
修
本
草
』
（
六
五
九
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
狩

１
１
１
１
俗
腋
唐
（
一
七
七
五
’
一
八
三
五
）
は
上
質
品
の
産
地
を
備
中
国
英
賀

郡
と
し
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
二
月
二
日
に
備
中
国
で
採
取
の
あ
っ

た
こ
と
を
記
す
（
『
菱
注
和
名
類
聚
抄
』
）
。

９
『
全
唐
詩
』
（
一
七
○
七
）
第
一
函
第
七
冊
に
孫
思
遡
の
錬
金
の
四
言

詩
を
載
せ
る
。

、
『
医
心
方
』
巻
一
九
服
紅
雪
方
第
一
七
に
引
用
す
る
。
『
晴
書
』
経
籍

志
に
出
る
。

〔
付
記
〕

１
図
書
寮
叢
刊
『
新
修
本
草
残
巻
』
（
昭
五
八
）
巻
第
一
四
の
訶
梨
勒

の
条
「
水
磨
或
散
水
」
は
「
水
摩
或
散
」
で
散
下
の
水
は
術
、
水
剤
、

膏
剤
、
散
剤
の
義
で
あ
る
。

２
拙
著
『
唐
招
提
寺
鑑
真
和
上
秘
方
薬
（
茶
）
を
め
ぐ
っ
て
』
和
漢
薬

一
八
六
昭
四
三

（
帝
塚
山
学
院
大
学
）

憾
坏
腹
坊
に
戯
唯
彪
い
展
隠
陰
艤
腫

Ｉ
酷
似
す
る
．

８
『
医
家
千
字
文
』
（
一
二
九
三
）
に

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

現

｜
存
し

な
い

O

I
I

ノ
／
′

い
［
途
瞭
腰
略
卜
雛
瞭
畦
第
一
三
に
見
え
る

「
泰
山
鐘
乳
、

蜀
江
金
牙
」
と
言

の
と

愛
知
県
下
に
は
次
の
二
種
の
『
医
心
方
』
写
本
が
あ
る
。

一
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
写
本
廿
巻
廿
冊

こ
れ
に
「
医
心
方
目
録
」
が
つ
い
て
い
る
。

陵
居
第
一
巻
夫
黄
第
二
巻

治
髪
第
四
巻
治
水
第
五
巻

治
智
第
六
巻
治
陰
第
七
巻

汁
服
第
八
巻
去
腫
第
十
巻

治
卒
第
十
四
巻
芭
消
第
十
七
巻

治
服
第
廿
巻
婦
人
第
廿
二
巻

産
婦
第
廿
三
巻
治
利
第
廿
五
巻

馬
勃
養
性

引
於
治
小

薬
多
唇
熱

『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅳ
）

愛
知
県
下
に
あ
る
「
医
心
方
』
写
本

唇
熱

右
総
計
二
十
冊

杉
立
義
一
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こ
れ
を
安
政
本
（
三
十
巻
）
・
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
二
十
巻
二
十
冊
）
・

杉
立
架
蔵
本
（
十
九
巻
二
十
冊
）
と
比
較
検
討
す
る
と
、
次
の
三
巻

の
巻
名
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
汁
服
は
巻
十
・

去
腫
は
巻
出
・
治
利
は
巻
十
一
が
正
し
い
。
ま
た
巻
名
の
明
記
し
て

な
い
も
の
は
、
馬
勃
は
巻
出
の
末
部
で
あ
り
、
養
性
は
巻
廿
七
、
引

於
は
巻
九
、
治
小
は
巻
廿
五
、
薬
多
は
巻
十
九
、
唇
熱
は
巻
廿
九
に

相
当
す
る
。

次
に
馬
勃
の
巻
（
巻
廿
）
の
末
尾
に
は
散
文
が
つ
い
て
い
る
。
こ

れ
は
寛
政
三
年
冬
十
一
月
に
丹
波
（
多
紀
）
元
恵
が
誌
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
要
旨
は
仁
和
王
府
室
に
伝
蔵
さ
れ
た
『
医
心
方
』
を
幕
府

に
取
寄
せ
て
、
筆
写
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
数
廿
二
包
の
う
ち
、

巻
名
の
明
ら
か
な
の
は
十
巻
の
み
で
、
他
は
巻
名
も
な
く
区
々
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
十
七
冊
と
し
た
。
こ
れ
に
多
紀
家
旧

蔵
の
巻
二
・
四
・
廿
一
・
廿
二
を
加
え
て
廿
一
と
し
た
と
い
う
趣
旨

で
あ
る
。

寛
政
三
年
十
一
月
、
丹
波
（
多
紀
）
元
恵
が
校
勘
し
て
、
そ
の
息

の
安
長
元
簡
・
安
道
元
俵
・
宗
粛
元
方
と
門
人
の
三
好
元
栗
長
秀
が

仁
和
寺
本
を
筆
写
し
た
。
こ
れ
を
幕
府
に
献
上
し
た
が
、
そ
の
節
に

下
写
し
し
た
一
部
を
元
恵
が
拝
領
し
て
家
に
蔵
し
た
（
富
士
川
溝
著

り
う
け
て
、
文
政
三
年
に
伊
沢
藺
軒
が
友
人
島
武
に
筆
写
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
杉
立
架
蔵
本
は
、
多
紀
本
を
文
政
十
三
年
に
森
川
免
毛

が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
の
賊
文
を
み
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
と
は
そ
の
語
句
の

配
列
・
表
現
等
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
が
、
巻
数
．
頁
数
等
は
殆
ど

同
じ
で
あ
る
が
、
多
紀
家
旧
蔵
零
本
が
、
二
・
八
・
廿
二
の
三
巻
と

な
っ
て
い
る
。

内
閣
文
庫
本
・
杉
立
架
蔵
本
は
賊
本
も
巻
廿
二
の
妊
婦
図
も
蓬
左

文
庫
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
、

蓬
左
文
庫
本
は
、
多
紀
家
所
蔵
本
を
筆
写
し
た
も
の
と
思
う
。
そ
の

年
代
・
写
手
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
蓬
左
文
庫
に
は
、
『
医
心
方
』
写
本
で
は
な
い
が
、
横
山
春

造
が
文
政
三
年
に
識
し
た
『
医
心
方
大
意
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
医

心
方
』
三
十
巻
の
序
論
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
刈
谷
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
本
、
廿
巻
廿
二
冊

こ
れ
は
巻
五
が
上
・
中
・
下
の
三
冊
に
分
け
て
あ
る
た
め
に
廿
二

医
史
叢
談
・
律
修
道
蔵
書
目
録
に
よ
る
）
（

／

蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
内
閣
文

現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。
大
東
急
文

り
う
け
て
、
文
政
三
年
に
伊
沢
藺
軒

の
で
あ
り
、
杉
立
架
蔵
本
は
、
多
紀

"Z
h

0

庫
に
あ
る
。

綴

ら
／

庫
旧
蔵
本
は
、
多
紀
家
よ
り
借

献
上
本
は
紅
葉
山
文
庫
に
所

修
堂
旧
蔵
本
は
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冊
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
蓬
左
本
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
同

文
庫
に
は
『
医
心
方
抄
」
一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
は
廿
巻
の
抄
録
で
全

一
冊
で
あ
る
。
村
上
文
庫
創
立
者
の
刈
谷
藩
医
村
上
承
卿
が
、
天
保

十
一
年
三
月
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
『
医
心

方
』
廿
巻
も
、
そ
の
同
年
頃
に
村
上
承
卿
が
筆
写
さ
せ
た
も
の
と
思

員
ノ
Ｏ

三
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
内
に
あ
る
半
井
家
蔵
書
目
録
の

な
か
に
、
『
医
心
方
』
出
巻
の
他
に
、
『
医
心
方
』
の
古
写
本
五
冊

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
承
安
二
年
（
二
七
二
）

四
月
七
日
に
書
写
し
、
文
治
五
年
（
二
八
九
）
十
一
月
十
日
に
文

書
博
士
敦
光
朝
臣
本
を
以
て
点
訓
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
記
録
の
染
で
、
現
本
は
存
在
し
な
い
。

（
京
都
市
）

演
者
は
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、
中
国
医
学
と
道
教
と
の
関
係
に

つ
き
発
表
し
て
き
た
。
道
教
が
、
殊
に
明
末
清
初
の
頃
よ
り
儒
教
、

仏
教
と
混
渚
し
、
三
教
合
一
の
か
た
ち
と
な
り
、
今
日
で
は
民
間
信

仰
の
か
た
ち
を
と
っ
て
、
台
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
社
会
に
生

き
、
彼
等
の
日
常
生
活
の
指
針
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
道
教
医

学
は
、
中
国
伝
統
医
学
を
そ
の
側
面
と
し
、
巫
術
的
な
面
を
残
し
な

が
ら
、
現
在
で
は
民
間
療
法
の
姿
と
な
っ
て
、
民
間
信
仰
の
具
現
性

に
力
を
か
し
て
い
る
。

今
回
は
前
回
の
薬
鍛
に
つ
づ
い
て
、
善
耆
を
と
り
あ
げ
て
み
た

い
。

善
害
と
は
、
酒
井
忠
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
「
善
耆
と
は
観
善
の
害
と

い
う
意
味
で
、
宋
代
以
後
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
観
善
を
説
く
書
で

あ
る
か
ら
、
販
売
の
た
め
に
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
償
で

人
に
施
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
観
善
と
は
単
に
儒
教
の

中
国
医
学
と
道
教
（
Ⅳ
善
書
に
つ
い
て
）

，
吉
一
兀

７
判

７
に

両
Ⅱ

治
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